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世帯数：    5,396戸
　男　：    5,751人
　女　：    6,118人
　計　：  11,869人

2021年5月1日現在

　

日
頃
は
公
民
館
の
事
業
に
、ご
理

解
と
ご
協
力
頂
き
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。今
年
度
の
里
山
辺

公
民
館
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

五
月
の
公
民
館
運
営
委
員
会
に
於
い

て
審
議・決
定
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

ご
協
力
の
程
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、公
民
館
の
活
動
は
、人
と

人
を
つ
な
ぎ
心
を
豊
か
に
す
る
活

動
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、昨
年
度

は
誰
も
が
予
期
し
な
か
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
よ
り
、

様
々
な
公
民
館
の
事
業
が
中
止
や

延
期
、又
は
人
数
を
制
限
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。こ
の
こ
と
で
、今
ま
で
当

た
り
前
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
当

た
り
前
で
な
く
な
り
ま
し
た
。感

染
を
避
け
て
人
と
人
と
の
交
わ
り

を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、人
と
人

と
の
つ
な
が
り
は
、希
薄
と
な
り
ま

し
た
が
、後
半
に
な
り
事
業
が
少

し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、公

民
館
に
笑
顔
と
笑
い
声
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。昨
年
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
通
し
て
、つ
な
が
る
人

の
輪
と
和
が
如
何
に
大
切
で
あ
る

か
を
痛
感
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。今
年
度
も
未
だ
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
収
束
と
い
う
点
に
於
い
て

は
、不
透
明
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、昨
年
の
経
験
を
生
か
し
て
、

感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
公
民

館
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
顔
が
見
え 

          

心
つ
な
が
る
　
里
山
辺
」

　
　

里
山
辺
公
民
館
長

小
幡
　
泰
俊
　

◇
第
６
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

【
中　

止
】　

◇
第
51
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
中　

止
】　

◇
夏
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　

  

７
月
21
日（
水
）

◇
第
68
回
野
排
球
大
会

　
　
　
　
　
　

  

８
月
22
日（
日
）

◇
第
66
回
大
運
動
会

　
　
　
　
　
　

  

10
月
17
日（
日
）

◇
第
47
回
文
化
祭
・
福
祉

　

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

  

11
月
６
日（
土
）・７
日（
日
）

◇
第
65
回
卓
球
大
会
・

　

第
42
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　

  

11
月
14
日（
日
）

◇
山
辺
地
区
立
志
式

　
　

 

令
和
４
年
２
月
５
日（
土
）

※

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、事
業
の
実
施

を
見
直
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
毎
月

　

里
山
辺
の
皆
様
に
は
６
年
間
支

え
て
い
た
だ
き
、感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。里
山
辺
公
民
館
で
は
世
代

を
問
わ
ず
大
勢
の
方
と
つ
な
が
り

を
持
て
た
こ
と
が
一
番
の
宝
物
で

す
。振
り
返
れ
ば
、世
代
を
超
え

た
交
流
事
業
を
多
く
企
画
さ
せ
て

い
た
だ
き
、大
勢
の
方
が
地
域
に

溶
け
込
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
心
掛

け
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
里
山
辺
の
住
民
と
し
て

隣
近
所
水
入
ら
ず
の
関
係
で
地
域

を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
。４
月
か

ら
は
入
山
辺
出
張
所
に
い
ま
す
の

で
、ま
た
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

こ
の

度
、
里

山
辺
公

民
館
主

事
と
し

て
着
任

致
し
ま
し
た
、吉
田
望
花
と
申
し

ま
す
。長
年
公
民
館
主
事
と
し
て

勤
め
て
い
た
だ
い
た
石
川
さ
ん
の
後

　

今
年

度
か
ら

里
山
辺

の
担
当

保
健
師

に
な
り

ま
し
た
、草
間
華
織
と
申
し
ま
す
。

地
区
の
健
康
相
談
や
ふ
れ
あ
い
健

　
一ノ
瀬
浩
子
さ
ん・上
條
廣
大
さ
ん・望
月
敬
弥
さ
ん
＝
教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
職
員
／
金
子
早
苗
さ
ん
＝
山
辺
中
間
教
室
適
応
指
導
員

任
と
い
う
こ
と
で
、プ
レッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
て
い
ま
す
が
、皆
様
か
ら
元

気
を
頂
き
な
が
ら
頑
張
れ
る
所
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、里
山
辺
の
歴
史・文
化
に

興
味
が
あ
る
の
で
勉
強
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
は
皆
様
と
共
に
、人
と
の

繋
が
り
を
広
げ
、明
る
い
地
域
に

出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

康
教
室
な
ど
で
、み
な
さ
ん
と
お

会
い
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。お
困
り
の
こ
と
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

里
山
辺
は
、ぶ
ど
う
畑
、温
泉
街

と
私
が
好
き
な
も
の
で
溢
れ
て
い

る
魅
力
溢
れ
る
地
区
と
い
う
印
象

で
す
。こ
れ
か
ら
更
に
地
区
の
魅

力
を
発
見
し
て
い
き
た
い
で
す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
の「
里
山

辺
公
民
館
だ

よ
り
」を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

吉田　望花草間　華織

令和2年度　里山辺公民館決算書

令和3年度事業費繰越内訳

（単位:円）
歳　　　入

項　　目 決　算　額 項　　目 決　算　額
歳　　　出

1,854,000
205,000
25,510
307,727
11,787

2,204,024

291,964

200,000

300,000
200,000
500,000
1,491,024

178,838
30,000
90,000
5,000

0
225,774

0
233,408
80,000
12,040

0
0

57,000
1,491,964
2,404,024

町 会 分 担 金
補 助 金
雑 収 入
繰 越 金
戻 入 金
　合　　計　

令和3年度
当初事業運営費
運 動 会 競 技 用
備 品 購 入 費
健康推進事業費
男 の 料 理 教 室
記 録 集 編 集 費
館報合冊版編集費
　 合 　 　 計 　

学 習 活 動 費
館 報 編 集 費
図書視聴覚事業費
体 育 事 業 費
文 化 事 業 費
まちづくり事業費
委 員 費
事 務 費 等
補 助 金
分 担 金
印 刷 製 本 費
会 議 費
保険料、慶弔費
次 年 度 繰 越 金
　 合 　 　 計 　

令
和
三
年
度
　
公
民
館
活
動
に
つ
い
て

令
和
三
年
度
　
公
民
館
活
動
に
つ
い
て

「
顔
が
見
え
　
心
つ
な
が
る
　
里
山
辺
」

「
顔
が
見
え
　
心
つ
な
が
る
　
里
山
辺
」

令
和
３
年
度
里
山
辺
公
民
館

主
な
事
業
の
ご
案
内

令
和
３
年
度
里
山
辺
公
民
館

主
な
事
業
の
ご
案
内

退
任
公
民
館
主
事
あ
い
さ
つ

退
任
公
民
館
主
事
あ
い
さ
つ

石
川
　
和
也

福
祉
ひ
ろ
ば
、教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
新
任
職
員
の
紹
介

かおり み か

新
任

　
公
民
館
主
事
あ
い
さ
つ

新
任

　
公
民
館
主
事
あ
い
さ
つ

新
任
地
区
担
当

　
保
健
師
あ
い
さ
つ

新
任
地
区
担
当

　
保
健
師
あ
い
さ
つ
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私
は
親
元
を
離
れ一人
暮
ら
し
を

し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
の
為
、
学
生
生

活
は
一
変
し
ま
し
た
。大
学
の
授
業

が
遠
隔
に
な
り
、
友
達
と
も
会
え

ず
、
一
人
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な

り
ま
し
た
。そ
の
中
で
『
学
問
や
思

考
や
革
新
や
自
分
の
内
世
界
と
の
接

触
を
維
持
す
る
こ
と
は
孤
独
に
よ

り
促
進
さ
れ
る
』
と
言
う
ア
ン
ソ

ニ
ー
・
ス
ト
ー
の
言
葉
に
出
会
い
、
私

は
孤
独
を
い
か
に
生
か
す
か
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
は
将
来
研

究
職
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
振
り
回
さ
れ
ず
いつ
も

自
分
に
問
い
か
け
な
が
ら
、
自
分
を

信
じ
て
突
き
進
む
力
を
育
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、残
念
な
が
ら
２
年
連

続
で
縮
小
と
な
り
ま
し
た
が
、境

内
で
は
神
事
を
行
い
、本
年
は
稚

児
の
舞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
は
長　

〇
は
副　

◇
町
会
連
合
会
・
公
民
館
長

 

町
会
名　
　

   

町
会
長　
　
　

 

公
民
館
長

下
金
井 　
上
内
宏
太
郎　

 

西
村
文
治

新　

井 

〇
多
田　

健　

 

柿
澤
英
二

湯
の
原 　

木
下
晴
夫　

 

金
井
貞
徳

藤　

井 　

滝
澤
廣
幸　

 

山
本
和
利

上
金
井　

 

木
下
清
水　

 

佐
々
木
幸
一

薄　

町　

 

上
兼　

忠　

 

小
幡
政
義

兎
川
寺　

 

西
村
孝
也　

 

須
澤
和
晴

荒　

町　

 

小
山
洋
範 　

吉
田　

誠

西
荒
町　

 

成
田　

満 

〇
櫻
井
道
男

北
小
松　

 

丸
山
哲
弘 

〇
笠
原
正
晴

西
小
松 

〇
坪
田
利
文　

 

井
内
実
男

南
小
松　

 

倉
田
清
志 

◎
忠
地
佳
貴

林　
　

 

◎
武
田
善
徳　

 

加
藤
真
一

美
里
町　

 

早
川
太
平　

 

早
川
太
平

若
里
町　

 

桑
原
信
一　

 

宮
田　

一

小
松
町　

 

青
木
資
子　

 

赤
羽
果
那

◇
子
ど
も
会
育
成
会

◎
篠
田
洋
一
〇
加
藤
麻
純

　
　
　
　
　

〇
宮
川
香
織

◇
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

〈
町
内
〉
◎
鈴
岡
潤
一
〇
櫻
井
道
男

矢
島
隆
弘　

金
井
貞
徳　

山
本
和
利

金
井
淳
一　

浅
川
達
矢　

藤
森
秀
男

小
山
洋
範　

成
田　

満　

笠
原
正
晴

井
内
実
男　

新
井　

悟　

加
藤
真
一

早
川
太
平　

田
中
宏
和　

開
藤
哲
也

〈
各
種
団
体
〉

桑
原
信
一　
市
原
シ
ゲ
ル　
浅
原
真
由
美

大
王
雅
喜　

五
味　

誠　

赤
羽
史
章

深
澤　

基　

山
崎
千
晶　

宮
澤
一
男

佐
々
木
雅
実　

篠
田
洋
一　

布
野
芳
枝

◇
里
山
辺
公
民
館

公
民
館
長　
　

小
幡
泰
俊

公
民
館
主
事　

吉
田
望
花

嘱
託
職
員　
　

本
田
奈
輔
子

◇
公
民
館
運
営
委
員

◎
忠
地
佳
貴　

○
小
岩
井
登
嗣
治

武
田
善
徳　

小
山
洋
範　

島
田
理
沙

赤
羽
史
章　

深
澤　

基　

東
城
日
出
子

松
尾　

衛　

田
垣
元
敏　

篠
田
洋
一

◇
体
育
委
員

〈
本
部
〉
◎
松
尾　

衛
〇
大
嶋
康
弘

〇
横
内
敏
之

小
島　

勤　

萩
原
健
志　

石
川
和
也

大
西
富
夫　

丸
山
克
之　

浅
村
賢
充

武
井
信
幸　

二
木
利
貴　

蓑
島
太
郎

百
瀬
一
実　

東　

正
美　

前
田
謹
一

〈
町
内
〉　
上
地　

徹　

柿
澤
洋
志

金
宇
恵
一
郎　
北
澤　

浩　

白
井
琢
己

倪　

秀
成　

野
澤
義
直　

倉
田
昌
典

寺
前
浩
文　

小
口
悦
夫　

田
中
啓
一

小
岩
井
健
司　
柳
澤
宏
行　

山
田
巻
義

中
村　

孝　

小
林
真
治

◇
松
本
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員

萩
原
健
志　

東
城
日
出
子

◇
文
化
委
員

〈
本
部
〉
◎
田
垣
元
敏
〇
白
木
基
善

大
山
和
良　
小
幡
富
貴
子　
野
澤
好
子

西
村
徹
志　
布
野
け
さ
子　

早
川
恵
子

〈
町
内
〉　
秋
山　

哲　

市
川
善
規

丸
山
ち
あ
き　
二
木
四
郎　

大
山
和
良

浅
川
達
夫　
佐
々
木
今
朝
明

西
村
徹
志　
有
馬
な
み
江　
高
木
宣
昭

坪
田
利
文　
小
岩
井
亮
治　
小
澤
あ
ぐ
り

藤
森
一
志　
丸
山
裕
美
子　

開
藤
哲
也

◇
図
書
視
聴
覚
委
員

◎
東
城
日
出
子
〇
小
田
さ
お
り

千
野
三
千
代　

重
田
美
子　

石
川
水
穂

　
私
の
二
十
歳
の
抱
負
は
、責
任
感
の

あ
る
自
立
し
た
人
間
に
な
る
こ
と
で

す
。思
え
ば
二
十
年
間
の
人
生
で
、多

く
の
選
択
や
判
断
力
を
使
う
機
会
に

出
会
い
ま
し
た
。そ
の
都
度
、家
族
や

先
生
の
助
言
や
勇
気
づ
け
に
よって
今

ま
で
の
人
生
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、

成
人
と
な
っ
た
こ
と
で
ど
ん
な
に
格
好

が
悪
く
て
も
、自
分
自
身
の
名
前
に

お
い
て
自
立
し
て
生
き
て
い
く
事
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
中
で
、

私
に
今
で
き
る
最
大
限
の
努
力
は
よ

り
一
層
勉
学
に
励
む
事
だ
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
学
ん
だ
知
識
を
使
い
、自

分
自
身
で
考
え
て
行
動
の
で
き
る
社

会
人
に
な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

辻
ト
メ
子　

愛
瀬
三
枝

◇
館
報
編
集
委
員

◎
小
岩
井
登
嗣
治
〇
浅
海
智
広

丸
山
ち
あ
き　
二
木
幹
男　
渡
邉　

昇

後
藤
美
奈
子　

横
山
俊
作

里
山
辺
公
民
館

　
町
会
・
各
役
員
他

湯の原

井波　朋己

令和4年度に開館す
る、新里山辺公民館が
遂に着工します。
来年3月の完成が待
たれます。

祝祝

５
月
９
日
に
予
定
し
て
い
た
松
本
市
成
人
式

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
里
山
辺
地
区
の
成
人
は
94

名
で
す
。

新
成
人

将
来
の
夢
に
向
け
て

新
成
人
に
な
っ
て

下金井

松井　未来

須
々
岐
水
神
社
、

 

八
坂
神
社
例
大
祭

　
　

２
年
連
続
縮
小

八坂神社の花火の様子

須々岐水神社稚児の舞の様子

遂に着工！


